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このマークは、日立を象徴する桜とゾウを素材に生かした「日立

アートわくわく少年団」のシンボルマークです。ゾウが絵筆をハ

ナで持ち、わくわくしながら桜色で丸（円）を描いている様子を

デザインしています。桜色の円は、アート（art）のａを見立て

ながら、風を形にしたものです。日立から新しい風としてアート

（文化・芸術）の発信を心情にしながら、見えないものを形にで

きる創造する力、またゾウの大きな目はしっかり見つめることの

できる鑑賞する力、伝える力の育成を願ったデザインです。 
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作家からのメッセージ artist　message

日立市長  小川 春樹 

 

この度、「日立アートわくわく少年団」が発足５周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。 

日立アートわくわく少年団の皆さんは、月１回の活動、そしてアーティストの先生方や仲間との出会いを通

して、日々感性を磨かれており、皆さんのアートに対する熱意には、心から敬意を表する次第です。 

また、先般は、日立市角記念市民ギャラリーでの「第５回 ひたちアートわくわく展覧会」に、１年間の活動の

成果である数多くの素晴らしい作品を展示していただき、誠にありがとうございました。 

今後とも、本市の文化・芸術振興に、なお一層のお力添えを賜りますことを心から期待しています。 

結びに、「日立アートわくわく少年団」のますますの御発展と、団員の皆さんの御活躍を心からお祈り申し

上げます。 

最初は戸惑っていた様子の皆さんが、作業が進むにつれて少

しずつ自分の「こうしたい！」を見つけて表現する姿や、出

来上がった作品を前に誇らしい表情をしている姿を見て、私

もとてもわくわくしました。出来上がった作品からも個性を

感じて楽しかったです。また、お母さん方の飛び入りの参加

もあり、子どもさんたちに負けないキラキラの目で、制作さ

れていました。素敵な時間を皆さんと共有できたこと、あり

がとうございました。 

ミウラ ナオコ  
（イラストレター・茨城国体いばラッキーの作者） 

今回で４度目の陶芸教室で、団員の皆様もしっかりした意図

をもって制作していたと思います。工芸は素材、制作方法、

完成後の用途など、千差万別のものがあります。土という素

材の可塑性(かそせい)を充分に生かして作品を完成させるのは

難しいものがありますが、そういった制作の入口で、団員の

皆様の明日につながる興味となりましたら素晴らしいことだ

と思います。 

前野 善樹 （日展・日本新工芸家連盟会員） 

顔料(がんりょう)で自由にのびのびと描いた子供たちのTシャツは、世

界でたったひとつのオリジナルアートへと見事に変貌(へんぼう)を遂

(と)げました。子どもたちのワクワクは部屋中に広がり、お母さんた

ちも目をキラキラさせながら描き始め、笑顔があふれ温かい雰囲気に

包まれました。「楽しかったー」と心から思いました。これからも豊

かな感性を育んでいってください。                     

野澤 寿子  （染織工房「のざわ」） 

皆さん、凧作りは楽しかったでしょうか？ 

でも、凧は作るより揚げて“遊ぶ”ことが純粋に楽しいよ。空に浮い

ている姿を思い描き苦労して作った凧を自分の手から大空に放つ、し

かし、思った通りには揚がらない。ここからが楽しいんだ。急に強く

なったり、突然止んだりする気ままな風に翻弄(ほんろう)される。凧

の紙が破れたり、ホネが折れたりする時もある。（風、いや自然は人

間の思い通りにならないことを初めて思い知らされる。） 

この時、誰かがいると本当に心強い。糸目糸の位置を調整したり、尻

尾の長さを変えたり、友達の凧揚げの手伝いと作業はいくらでもある。

凧揚げてより良い友達関係を得たり、協力しあったり、迷惑を掛けた

ことを素直に謝ったり、許しあったり、凧を揚げようとする努力、凧

が揚った満足感、凧揚げにはこんな楽しみもあるんだよ。 

本田 勝則  （八つ凧保存会長） 

日立市教育委員会 教育長  中山 俊恵 

 

この度、「日立アートわくわく少年団」が発足してから５周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げま

す。「みる・つくる・伝える」をコンセプトに活動されている「日立アートわくわく少年団」の皆さんは、プロの

アーティストの先生方等の指導のもと、学校では知ることができない美術に関する様々な技術やひらめき

を生かして作品制作に取り組み、素晴らしい展覧会が開催されましたことは誠に喜ばしく、また、たのもしく

も感じました。 

これからも、今回の作品に込めた思いを大切に様々な人との出会いや体験を通して、豊かな心を育み、も

のを作る楽しさなどを感じてほしいと思います。 

後藤団長をはじめ、関係者の皆様のこれまでの御支援・御協力に、厚くお礼申し上げますとともに、「日立

アートわくわく少年団」のますますの御発展と、団員の皆さんの御活躍を心からお祈り申し上げまして、お

祝いの言葉とさせていただきます。 

この度は日立アートわくわく少年団結成５周年誠におめでとう

ございます。 

東日本大震災後ガラスが壊れ余震におびえる不安な時期、子供

達への復興支援として、万華鏡やクリスマスオーナメント、硝

子皿製作の講師を３期務めました。アートに興味のある子供達

ですから作品は目を見張る素晴らしいものばかりで、その時間

を共有出来た事で元気をいただきました。心豊かに芸術に触れ

る日立市初のアート少年団の更なる飛躍を今後も応援したいと

思います。                

大久保 重美 （ステンドグラス１級技能工芸士） 

日立アートわくわく少年団が創設５周年となり記念の展覧会が

実施され、子どもたちの自由な発想や表現に感動いたしました。

後藤団長を始め大勢のスタッフや先生方の緻密な努力の賜に敬

意と感謝を申し上げます。「作る」ことは、実物を目の前で見

て感じたものを描き表すことであり観察力も深まり、美的感受

性を育てる原動力になると思います。益々のご発展をご祈念申

し上げます。                

北沢  計  （日展・日洋会委員） 

２ ３ 
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アート5年、そして10年。 
感謝の心を深く刻んで。 

 

団長 後藤 弘文 
  
５年前（平成25年）の春に産声をあげた

「日立アートわくわく少年団」は、画塾

ではなく公的にアート活動を支援してい

る全国的にも珍しい少年団です。 

茨城県天心記念五浦美術館に勤めた鈴木

利昭さんと私は夢の実現に向け模索しま

す。お手本がなくゼロからの出発だから

です。大きな課題となる事務局の設置で

は公的機関に相談するも理解が得られず

足踏み状態が続きます。東日本大震災

（平成23年）に遭遇し日本列島に閉塞感

が漂う中で、ピンチをチャンスにしたの

は藤原智子・根本正幸両氏が事務局を引

き受けてくれたことでした。「子どもた

ちの未来のために」を合言葉に、茨城県

「TOT（優秀教職員）」としてアート教育

に寄せる熱い思いのある飛田祥子さんが

参加し「三人寄れば文殊の智慧」として

勢いづきました。 

願いはネーミングに込められています。

世界のHITACHIの発祥の地・日立からの発

信を強く意識しました。「わくわく」は

最も大切なキーワードです。鮮度が高く

楽しく面白いことを使命感としています。

これまで「みる・つくる・伝える」をコ

ンセプトに、芸術鑑賞・ガラス工芸・陶

芸・染織など学校ではできないアート活

動を展開してきました。これを可能にし

てきたのは、保護者と子どもたち、作家

と教員を中心とする少年団サポーターの

存在です。アートを愛する熱い思いと子

どもの豊かな発想のきらめきに感動し献

身的な心に支えられています。改めて皆

様の温かなご支援に深く感謝いたします。 

子どもたちは10年を過ぎるとあっという

間に大人になります。小さいころの出会

いは一生の宝モノです。世界的な建築

家・妹島和世氏を継ぐアーティストを夢

見て、次の５年に向け新たな一歩をまた

踏み出そうと思います。 

 

４ ５ 

平成２８年 平成２６年 平成２７年 平成２５年 
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５月 
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●みる ＡＲＴ　ＷＡＫＵＷＡＫＵ

●伝える
　
　 ６ ７ 

茨城県天心記念五浦美術館 
開館２０周年記念 

  龍を描く－天地の気  
１０月２５日(水)〜１１月２６日(日) 

作品名：タージマハールの月  

制作年：1976年 

年  齢：角浩67歳 
 

水に映っているタージマハールは本当

に水に映っているようです。私はター

ジマハールに照らされている月の光に

よって、その中に眠っている王と王妃

が目を覚まし、夜空によみがえってい

るのではないかと考えました。また、王

と王妃が乗っている馬の近くには水し

ぶきがあるので、馬は水の中から現れ

たのではないかとも考えました。また、

月の光のおかげで二人は暗い夜の中

でもいられると思います。そして、王と

王妃はよみがえることができたうれしさ

を顔に表しています。 

宗方（小４） 

後藤（小４） 

高橋（小４） 

 

 
わくわくアートで一番楽しかった活動は、フレームづくりで

す。理由はミウラナオコさんに会えてうれしかったのと、い

ろいろな色でいろんな顔をかくのが楽しかったからです。 

宮田小学校３年：平子  

 
我が家では姉と弟がお世話になっております。なかなか体

験できない活動をすることで、子どもたちは色々なことに

好奇心と興味を持ち、創造力を培うことができたように

なったと思います。また、作品を見て、自分の感じたこと

を言葉に表し、伝える力もついたと思います。コミュニ

ケーション能力が問われる現代、どうしたらうまく伝える

ことができるかを考えられるようになったのは、子供たち

にとって大きな財産となりました。2人共、わくわくアー

トの活動を通して、大きく成長できたこと、とても感謝し

ております。この経験を活かしてこれからもたくさんのこ

とを学んでいってほしいと思います。ありがとうございま

した。 

みんなの作品を見てきれいだなあと

思ったりすごいなあと思ったりする作

品がたくさんありました。みんな自分

だけのすごいところがあってすごかっ

たです。自分の作品を見たり、作った

りするだけでなく、人の作品を見るの

もいいなあと思いました。 

大久保小学校４年：ブラウス   

 
他の行事と重なって欠席が多くなって

しまいましたが、どの回も「行ってよ

かった！」と言っていたので本人も楽

しんでいたと思います。１年間ありが

とうございました。 

 

１年間を振り返っていろいろなことがたくさんありま

した。自分の思うように完成した時や上手くいかな

いときもありましたが、楽しくできたのでよかったで

す。初めて会った人もいてきんちょうしましたが、話

しかけてくださったのでうれしかったです。また、この

経験を学校などで活用していきたいです。 

成沢小学校４年：川上  
 
沢山の素晴らしい先生方はじめ、スタッフ皆様に温か

く見守られ、学校では出来ない経験をする事が出来て、

今までどちらかというと得意分野では無かったはずの

絵等を描く事が活動を通してとても楽しくなり参加さ

せて頂きました。とても感謝いたします。ありがとう

ございました。一緒に活動しているお友達の素敵な作

品を観ることによって、更にやってみたいという気持

ちにもなったようです。 

ぼくはこの1年間少ししか行けな

かったので、来年はもっと行きたい

です。 

会瀬小学校３年：高橋  

 

今年のアートわくわく少年団の活

動は、他の少年団と重なってしま

うことが多く、参加できない活動

があり残念なことをしてしまいま

した。作品づくりは形に残るもの

が多く良い思い出づくりになりま

した。 

この少年団は２年目でだんだんとなれて

きました。一番楽しかった活動は、ミウ

ラナオコさんの絵のようなものをかく活

動です。オオカミや魚の絵をかき、思い

通りの絵をかくことができました。Ｔ

シャツは洗たくしているみたいにかざる

と、違うふんいきがでました。 

大沼小学校４年：後藤  
 

いろいろな分野の芸術家の方たちからご指

導いただき、とても貴重な経験をさせてい

ただきました。毎回準備、指導してくださ

る先生方にも感謝いたします。ありがとう

ございました。 

私はこの1年間にたくさんのことを学

びました。見る力、作る力、伝える力

はこれからの生活の中で、必ず生かせ

ると思います。作品を作るのはもちろ

ん友達の作品を見るのも楽しかったで

す。 

金沢小学校５年：佐藤  

 
ここでしか経験できないことがたくさん

あったので、親としても入団させてよ

かったと思えました。毎年同じでないの

で、あきることなく続けられたと思いま

す。会場が日立近くだとより一層嬉しい

です。２年間ありがとうございました。 

わたしが一番楽しかったのはＴシャツに絵

をかいたことです。その理由は２つありま

す。ひとつ目は自分の好きな絵をかいたこ

とです。わたしはリンゴをかきました。後

ろがわには青リンゴをかきました。赤と緑

がならぶとめだってきれいだったからです。

大久保小学校４年：ブラウス  

 
他の行事と重なって欠席が多くなってしまい

ましたが、参加できた日はどれも楽しんで活

動していたように思います。アーテストの先

生方とのふれあいが貴重で、きっとよい経験

になったと思います。１年間ありがとうござ

いました。  茨城県陶芸美術館 
第２４回 日本陶芸展 
６月１７日(土)～９月３日(日) 

日立市郷土博物館 
茨城県近代美術館移動展 

近現代茨城の美術 

４月２９日(土)～６月１８日(日) 



　 　

②０５２８／消しゴムスタンプアート 
日立市女性センター ③０６１７／近現代茨城の美術 

茨城県近代美術館移動展 

日立市郷土博物館 

④０７２９／イラスト 
茨城県県北生涯学習センター 

⑨１２０９／伝統能代凧 
茨城県県北生涯学習センター 

①０４２９／入団式 

名札カード・缶バッチ 
茨城県県北生涯学習センター 

創設５周年記念 

日立アートわくわく少年団 
 ＡＲＴ ＷＡＫＵＷＡＫＵ 

  平成２９年度活動 
 

●みる ●つくる ●伝える 

少年団員 

（学年順） 

●３学年 

北見  

小池  

高橋  

平子  

●４学年 

江渕  

金田   

川上  

後藤  

高橋  

藤田  

ブラウス  

ブラウス  

宗方  

●５学年 

北見  

佐藤  

●６学年 

江渕  

平子  

●中３学年 

石井    
 

（五十音順） 
 

大内  

大久保  

大森 

大森  

木内  

北沢   

木村  

小田部  

後藤   

近藤  

坂本   

白川  

鈴木   

鈴木  

武石    

飛田  

根本  

野澤  

日野  

檜山   

橋本   

平根  

藤原  

本田  

前野  

増田 

宮本  

三代  

村木  

野内   

横山  

吉成   
 

⑥０９２４／染織 
茨城県県北生涯学習センター 

⑧１１１８／龍を描く 
開館２０周年 

茨城県天心記念五浦美術館 

⑩０１２０／展覧会準備 
日立市角記念市民ギャラリー 

⑪5周年記念わくわく展覧会 
０２１１／角作品ギャラリートーク 

０２１８／ギャラリートーク 

澤俊子琴合奏団プチコンサート 

卒団式 
日立市角記念市民ギャラリー 

⑫０３１０・１１ 

第９回ひたちこども芸術祭 
日立シビックセンター 

新 

⑤０８１９／日本陶芸展 
茨城県陶芸美術館 

⑦１０２１／もの入れ陶芸 
茨城県県北生涯学習センター 

 

８ ９ 



●つくる
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日立アートわくわく少年団では、いろ

いろな作品を作ることができて良かっ

たです。有名な先生に教えてもらえて、

とても勉強になりました。４年生になっ

てもつづけたいです。 

中小路小学校３年：北見  
 

楽しく参加できたと思います。作ること

はとても楽しいと本人もわくわくしなが

ら参加しました。 

 

今年の1年間は野球や敬老会があってなかな

か参加できませんでした。やっぱり家でやるよ

り、みんなとやったほうがアイデイアが出て楽

しかったです。 

助川小学校４年： 江渕  
 
展覧会の展示では大人中心だったので、子ど

もが主体的に取り組める展示方法の工夫が必

要かなと思いました。お休みしてできなかった

体験を後日実施させていただけたのはありが

たかったです。今年度も大変お世話になりまし

た。 

休んでしまった月もありましたが、

楽しく活動できて良かったです。プ

ロの画家さんなども来てくださった

ので、入ってみるものだなあと思い

ました。 

助川小学校４年：金田   
 

本人がとても楽しく活動ができたよ

うです。ご指導ありがとうございま

した。補講までしていただいてあり

がとうございます。  

日立アートわくわく少年団では、いろいろな作

品を作ることができて良かったです。有名な先

生に教えてもらえて、とても勉強になりました。

４年生になってもつづけたいです。 

櫛形小学校３年： 小池  
 

１年間とてもお世話になりました。図工が大好

きな子なのですぐるらしさが発揮できるのでは

と思い入団しました。月１回ですがどの回も内

容が濃く素晴らしい経験をさせていただきまし

た。先生方の声かけや支援もありすぐるも毎回

楽しみに参加していました。本当に貴重な活動

経験ができたこと、アートが好きという同じ思い

の子どもたちと出会えたこと、そして支えていた

だいた先生方に感謝です。私も一緒に参加し

楽しい思い出ができました。本当にありがとう

ございました。   

１年間の活動は野球で参加できないこと

もありました。だけど、たくさんの作品を

作ることができました。来年は中学に入

学するので今年は特に気持ちを込めて

制作しました。今までに作った作品を大

事にしてアートわくわく少年団のことを忘

れずに中学校生活を頑張りたいと思いま

す。 

助川小学校６年：江渕  
 
野澤先生は毎年様々な染物の魅力を教えて

くるので楽しかったです。羊毛フェルト、レジン

工作、シルクスクリーン版画などをやってみた

いです。今年も大変お世話になりありがとうご

ざいました。 

 

少年団で一番楽しかった活動は、７月のミウ

ラナオコさんの活動です。作った作品はとて

もお気に入りです。かざる時も楽しかったで

す。Ｔシャツと凧のかざりかたがいいなあと思

いました。今までに教わった先生方の作品も

見られてよかったです。来年も続けたいです。 

大沼小学校４年：宗方  
 
毎回なかなか体験できないことができて、見

学している保護者も楽しいです。「みる」の活

動が楽しいです。幼児連れ（妹たち）でも参

加させていただきありがとうございました。 

Ｔシャツを作ってみて楽しくて、そして

かざってみてもとてもすてきでした。な

ぜすてきに見えたのかは、がんばって

かざったからだと思います。なので、

手伝ってなければとても気づかないと

思います。 

大久保小学校４年：藤田  
 
毎回感想発表があり、短時間でまとめ

る力が自然と身に付いてきて、学校生

活でも生かせるのでとても助かりまし

た。 1年間を振り返って思ったことは、

とてもいい思い出になったことで

す。いろんな人と話したり、作っ

たり、みんなで楽しくできました。

これからもこの経験を生かしてい

きたいです。 

中小路小学校５年：北見 音 
 

自分で考え作ることはとても楽し

いことだと思いました。とても楽

しく参加できたと思います。  
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■編集後記 
●創設５周年を迎えた今回、５年間のすべてのプログラムを修了し卒団する友達がい

ます。坂本中学校３年石井颯さんです。小学５年で入団し「日立アートわくわく少年団」

の歩みと一緒にアートに魅力を感じ成長してきました。義務教育９年間のその半分を小

中学校生活とともにアート活動をしてきました。少年団を知り尽くしている石井さんは、

「次からはアート少年団のサポーターになる」と宣言してくれました。宮田小学校６年平

子真歩さんは４年間、助川小学校６年江渕拓磨さんは３年間の全プログラムを修了で

きました。高校や中学校に進学しても、さらに自分の感性を磨いてください。 

●今回５周年記念号としてまとめる中で発見できたことは、入団してからの子どもたち

の成長した姿です。継続する中で子どもたちは確実に３つの力（鑑賞力・創造力・伝達

力）をパワーアップしています。これまでの愛に満ちた皆様のご支援に感謝しつつ、これ

からも子どもたちの未来のために、ご支援くださいますようお願いいたします。 

●今年度から大森洋子氏のご支援により毎月ホームページを発信しています。 

 

平成３０年３月１６日                 日立アートわくわく少年団 

石井君、卒団おめでとう。 

制作中のユニークな発想

と表現は周りの後輩に良

い影響を与えてくれました。

私も感動した一人です。新

生活を楽しんでください。 

 

鈴木   （初代団長） 

わくわく少年団での真歩さんは、

頭で考えた事だけを表現するの

ではなく、心に浮かんだ事を素直

に感じとり自分なりの感覚で表

現していました。また、感じたこと

を語り合う活動では、自分の言

葉でしっかりと伝える姿が印象に

残っています。自分らしさをもっ

ていて、目がキラキラしている、

感性豊かな人になってください。

卒団おめでとうございます。 

 飛田       

 今
回
、
皆
様
の
温
か

な
ご
支
援
に
よ
り
、

創
設
五
周
年
記
念
展

を
日
立
市
主
催
、
日

立
市
教
育
委
員
会
後

援
で
日
立
市
角
記
念

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

会
場
に
開
催
で
き
た

こ
と
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
 

特
に
市
民
活
動
課
の

皆
様
に
は
ポ
ス
タ
ー

チ
ラ
シ
の
印
刷
配
付
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
製
作

な
ど
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
五
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
展
覧
会

に
な
り
ま
し
た
。
 

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
（
角
浩
作
品
・

マ
イ
作
品
）
②
ギ
ャ

ラ
リ
ー
プ
チ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。
子
ど
も

た
ち
が
角
作
品
三
点

を
絵
解
き
し
、
お
客

様
に
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
澤
俊
子
琴
合

奏
団
の
ご
協
力
に
よ

り
、
和
楽
器
琴
の
連

弾
で
和
の
調
べ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

五
年
間
の
ア
ー
ト
活

動
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の

発
想
力
と
創
造
力
の

輝
き
を
紹
介
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
時
空

を
超
え
て
角
浩
作
品

と
コ
ラ
ボ
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の
喜
び

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
広

く
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
茨
城
新
聞
社
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｊ

Ｗ
Ａ
Ｙ
の
皆
様
に
も

感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

今年は以前より参加できなかったのです

が、その分、1回1回気持ちを込めて作っ

たり鑑賞したり伝えることができました。

私は４年間の少年団のおかげで成長で

き、大人に近づくことができました。これ

からは、今よりもっと忙しくなりますが、何

事にもあきらめずに取り組みたいと思い

ます。 

宮田小学校６年：平子  
 

４年間大変お世話になりました。今ま

での活動を通して真歩自身、とても成

長できました。特に伝える力、発表す

る力が身についたと思います。ありが

とうございました。 

今年で最後になる少年団。今まで楽しい

活動がありました。「つくる・みる。伝える」

やはりこの３つがあると、芸術というもの

を楽しく感じることができます。来年は先

輩として、少年団の活動を楽しみたい

な・・・。今までありがとうございました。今

年も最後まで楽しめました。来年度は

スーパープロとしてがんばろうと思います。 

坂本中学校３年：石井   
 

５年間大変お世話になりました。アートと

いうものに答えは無いのかもしれません

が、思い出は本人の宝物になります。多

くのものを本当にありがとうございました。 

ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ 
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